
　

五
月
連
休
を
利
用
し
ア
メ
リ
カ
で
考

古
学
総
会
に
参
加
、
そ
の
後
メ
キ
シ
コ

で
調
査
を
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
豚
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
動
が
発
生
し
、
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー

近
郊
の
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
で
発
掘

中
で
あ
る
。
昨
年
十
一
月
か
ら
始
め
た

「
太
陽
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
調
査
の
締
め
の

時
だ
。
思
え
ば
メ
キ
シ
コ
考
古
学
を
志

し
て
日
本
を
去
っ
た
の
は
早
三
十
年
以

上
前
、
そ
の
後
全
く
別
の
人
生
を
メ
キ

シ
コ
、
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
て
き
た
。

大
学
教
員
と
し
て
二
十
年
ぶ
り
に
帰
国

し
、
31
Ｈ
Ｒ
の
旧
友
と
正
月
の
同
級
会

で
再
会
、
別
世
界
か
ら
戻
っ
た
浦
島
太

郎
の
気
分
だ
っ
た
。
そ
ん
な
放
浪
人
生

で
一
体
、
藤
枝
東
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　

私
は
藤
枝
東
の
ト
ッ
プ
を
目
指
す
学

風
と
仲
間
意
識
が
好
き
だ
っ
た
。
し
か

し
進
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
は
落
第
生

だ
。
確
か
五
校
ほ
ど
受
験
し
、
受
か
っ
た

唯
一
の
経
済
学
部
に
満
足
せ
ず
、
下
宿
に

籠
っ
て
読
書
に
更
け
り
、
転
学
も
失
敗
し

て
休
学
を
繰
り
返
し
、
バ
イ
ト
を
転
々
と

し
て
人
生
経
験
を
積
ん
だ
。
挙
句
に
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
で
半
年
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ジ
ア
二
十
一
ヵ
国
を
放
浪
し
た
。
何
を
し

た
い
の
か
、
苦
し
み
、
も
が
き
、
そ
の
た

め
大
失
恋
も
し
た
。
藤
枝
東
高
の
有
名
大

学
志
向
か
ら
挫
折
し
、
こ
の
苦
悶
の
「
大

学
生
活
」
六
年
間
が
そ
の
後
の
人
生
に
大

き
く
影
響
し
た
。

　

中
近
東
、
イ
ン
ド
放
浪
で
の
強
烈
な
異

文
化
体
験
が
心
の
楔
と
な
り
、
そ
の
後

考
古
学
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
夢
中
に

な
っ
た
。
地
元
に
戻
り
、
藤
枝
瀬
戸
新
屋

付
近
の
現
場
で
古
代
人
に
モ
ノ
を
通
し

て
触
れ
た
。
さ
ら
に
新
大
陸
考
古
学
に
関

心
を
抱
い
た
が
当
時
日
本
の
大
学
で
講

座
が
な
く
、
一
九
七
八
年
に
メ
キ
シ
コ
に

渡
っ
た
。
ま
ま
な
ら
ぬ
ス
ペ
イ
ン
語
と
ラ

テ
ン
文
化
に
悪
戦
苦
闘
、
が
む
し
ゃ
ら
に

テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
や
マ
ヤ
遺
跡
な
ど
の

発
掘
調
査
に
参
加
し
、
運
よ
く
メ
キ
シ
コ

政
府
国
立
研
究
所
に
入
っ
た
。
メ
キ
シ
コ

人
学
徒
と
飲
み
食
い
を
共
に
し
、
国
技
で

あ
る
サ
ッ
カ
ー
を
一
緒
に
楽
し
ん
だ
こ

と
も
幸
い
し
た
。
藤
枝
東
時
代
は
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
だ
っ
た
が
、
当
時
第
三
サ
ッ

カ
ー
部
と
異
名
が
あ
る
ほ
ど
サ
ッ
カ
ー

を
し
、
触
れ
合
い
の
大
切
さ
も
体
得
し
た

お
陰
だ
。
メ
キ
シ
コ
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
は
マ
ラ
ド
ー
ナ
の
「
神
の
手
」、「
五
人

抜
き
」
も
ア
ス
テ
カ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
見

て
、
メ
キ
シ
コ
人
仲
間
と
盛
り
上
が
っ
た

も
の
だ
。

　

よ
う
や
く
メ
キ
シ
コ
の
習
慣
に
慣
れ

て
き
た
一
九
八
七
年
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
に
移
っ
て
勉
学
に
努
め
た
。
自
分
の

限
界
を
突
き
つ
め
た
か
っ
た
。
枝
高
時
代

に
「
目
撃
し
た
」
向
上
の
精
神
か
も
し
れ

な
い
。
家
内
と
メ
キ
シ
コ
生
ま
れ
の
三
人

の
子
供
を
連
れ
て
、
僅
か
ば
か
り
の
奨
学

金
で
薄
氷
の
生
活
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に

高
校
時
代
英
語
は
大
嫌
い
だ
っ
た
が
、
動

機
が
あ
れ
ば
言
語
は
ど
う
に
か
な
る
も

の
で
あ
る
。
博
士
号
を
と
り
、
一
研
究
者

と
な
っ
て
、
し
ば
ら
く
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大

学
と
メ
キ
シ
コ
を
往
復
す
る
生
活
が
続

い
た
。

　

一
九
九
九
年
日
本
に
帰
国
、
現
在
皮
肉

に
も
勉
強
せ
よ
と
言
う
教
員
の
立
場
だ

が
、「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
も
最
も
理
解
す
る

一
人
だ
と
自
負
す
る
。
メ
キ
シ
コ
を
放
浪

す
る
学
生
に
も
現
場
を
経
験
さ
せ
、
世
話

も
す
る
。
教
壇
に
立
つ
時
、
高
校
時
代
に

脳
裏
に
焼
き
付
け
ら
れ
た
川
内
利
一
先

生
の
雄
姿
が
モ
デ
ル
だ
し
、
今
で
も
週
一

回
は
大
学
生
と
フ
ッ
ト
サ
ル
を
す
る
。
元

落
第
生
で
も
、
理
想
を
追
求
す
る
研
究
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
。
藤
枝
東
の
体
験
は
現

在
の
教
員
生
活
、
メ
キ
シ
コ
で
の
研
究
に

も
確
か
に
生
き
て
い
る
。

　今回の寄稿には、少なくとも当時の私を
知る方々のお許しが必要だと思っていま
す。と申しますのは、その頃の私はツッパ
リにあこがれていて、高校球児にふさわし
くない生活態度で、野球部関係各位、特に
同級生には迷惑をかけてしまったからで
す。行為を具体化するのは、若気の至りと
いうことでご容赦願いますが、改めて懺悔
しお詫びいたします。
　こんな私ですが、私なりの当時の思い出
をいくつか挙げさせていただきます。
　まず、いの一番に思い出されるのが、サッ
カー部の試合があるとマウンドを削って平
らにし、終わるとまたマウンド作りをした
こと。当時のサッカー部は全国の頂点に立
つほどの力があって、招待試合か何かのと
き、“ マウンド作業 ” を何度かやった覚え
があります。何でだと不満を抱きながらも、
部同士の力関係で納得せざるを得ませんで
した。
　ボールを部員一人一人、いくつか家に
持って帰り、ボールを赤い太糸で縫い直し、
ボール全体を締めたこと。今のように父母
会があるわけでなく、学校からの援助も少
なかったからだと思いますが、物を大事に
する精神は勉強させてもらいました。
　練習試合では道具を分担して試合会場ま
で自分たちで運んだこと。これも多分に
経済的な理由からだと思います。私は島田
からの汽車通学者でしたので、同級生が気
を利かしてくれ比較的軽いヘルメットの担
当でした。緑の細ロープをヘルメット頭部
の空気穴に通し、それを十数個つなげたも
のを運びました。重ねるとかさむし、結構
重労働でした。焼津中央高校へ同級生が自

転車で行くのを横目に見ながら、枝高から
走って運びました。もちろん往復を。こう
いう純真さもありました。
　 「あぶないでえす！」が下級生の役目で
あったこと。当時はサッカー部とグラウン
ドを共有しており、外野の部分にも、先述
した力関係があり、さも当然のようにサッ
カー部員がいばって入っていました。フ
リーバッティングのときは私達下級生が外
野を守り、ボールが飛んでくるとサッカー
部員に向けて「あぶないでえす！」と大声
で危険を知らせました。当たりそうなとき
は声と共に身を挺して捕球します。時々、
ゴロがサッカー部の上級生に当たることが
あり、険しい顔で怒られました。跳ねっ返
りの私は、その上級生に次は当たるよう言
わないでいることもありました。
　思い出はまだまだ尽きません。　　　　
　その後私は中学校の教員となり、野球部
監督がライフワークとなりました。高校時
代一応ながら野球部員であったことがきっ
かけでした。その流れは私の三人の息子が
高校野球までやったことにつながりまし
た。枝高野球部に何も貢献できなかった私
ですが、感謝を十二分にしています。

　先生、今天国でどうなさっていますか。
僕らは今年で 47 才。各々の道を歩んでい
ます。
　僕らが高１の夏頃、先生を訪ね演劇同好
会の顧問にとお願いに行く前、こんな事が
ありました。
　ある日僕は旧体育館の舞台袖の片隅に演
劇部の名残を見つけました。それは埃にま
みれた数十冊の演劇誌テアトロ…「昔、東
高にも演劇部があったのか…。」
　その頃の僕は目標が定まらず、心はブラ
ブラ状態「何か…ないかなぁ」そんな思い
で居ました。埃まみれのテアトロは、かつ
てこの舞台で稽古していた人々を想像さ
せ、僕に「何か…やってみないか」と誘っ
ている様でした。「演劇部を作ろう！！」

目標を失っていた僕には格好の「何か…」
だったのです。すぐに友人の鈴木正彦と堀
茂勝を誘い先生を訪ねました。それからの
先生は、会発足と旧体育館舞台の使用許可
を得る為尽力されていましたね。僕らは蓮
華寺池の周りを走り、腹背筋腕立て…埃ま
みれのテアトロを拭き読んではみたものの
難しく、どんな本で稽古したら良いか手探
りの毎日。会発足から数ヶ月たった頃、高
校演劇全国大会が三島で行われると先生に
聞き、3 人で三島へ。そこで神奈川厚木高
校の『山椒魚だぞ！』と言う素晴らしい芝
居に出会いました。登場人物は、ガリ勉・
暴走族リーダー・そのどちらにも成れない
普通の高校生とその後輩。4 者が上手く絡
み合い、その頃の若者像を抽出して行くそ
の脚本は、僕ら 3 人を驚かし、新しく「何
か…」を探す方向を示してくれてもいまし
た。僕らも部に昇格した年の予餞会で『山
椒魚だぞ！』を上演、受験前の 3 年生に大
きな拍手をもらった事、今でも忘れられま
せん。
　先生と築いた新生演劇部は今も継続さ
れ、元気に活動しています。
　先生、これからも天国から演劇部への応
援お願いします。
　本当にありがとうございました。

　

九
州
の
真
ん
中
に
あ
る
熊
本
は
、
藤
枝

か
ら
見
る
と
は
る
か
か
な
た
の
遠
隔
地
で

あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
地
縁
も
血
縁
も
な

い
土
地
で
あ
り
ま
し
た
。
人
生
の
偶
然
と

い
う
べ
き
か
、
こ
の
全
く
新
し
い
土
地
の

美
術
館
に
招
か
れ
て
、
人
口
六
十
七
万
の

熊
本
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
美
術

館
は
、
専
門
家
の
間
で
は
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
き
た
熊
本
市
現
代
美
術
館
、
こ
こ

の
館
長
に
着
任
し
て
二
年
目
で
す
。

　

現
代
美
術
と
い
う
な
か
な
か
理
解
さ
れ

に
く
い
領
域
を
扱
う
美
術
館
を
任
さ
れ
、

ま
ず
私
は
地
元
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

の
美
術
の
先
生
を
始
め
と
し
て
、
県
や
市

の
美
術
館
、
博
物
館
館
長
、
経
済
界
や
市

政
の
代
表
者
に
会
い
、
対
話
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
置

か
れ
て
い
る
美
術
館
の
状
況
を
把
握
し
、

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
ま

し
た
。
私
自
身
の
専
門
分
野
は
、
英
国
の

文
化
政
策
と
美
術
史
で
す
が
、
人
々
と
会

い
、
熊
本
市
が
美
術
館
に
何
を
望
ん
で
い

る
か
を
知
る
と
、
私
が
今
ま
で
学
ん
だ
こ

と
、
経
験
し
た
こ
と
が
こ
ち
ら
で
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

芸
術
文
化
に
よ
り
、
地
方
都
市
全
体
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た

　

東
海
大
学
第
一
中
学
校
の
四
月
三
日
の

職
員
会
議
。「
藤
枝
東
出
身
で
大
の
サ
ッ

カ
ー
好
き
。
お
ま
え
な
ら
サ
ッ
カ
ー
指
導

が
で
き
る
だ
ろ
う
。」

　

そ
れ
が
私
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
人
生
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
藤
枝
東
出
身
と
は
い
え

柔
道
部
員
、
専
門
的
知
識
は
何
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
や
る
か
ら
に
は

半
端
な
指
導
は
し
た
く
な
い
。
そ
こ
で
、

県
の
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
募
集
し
て
い
た

「
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
、毎
週
、

講
義
一
時
間
と
実
技
一
時
間
半
の
講
習
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
県
内
ト
ッ
プ
指
導
者

た
ち
の
理
論
を
学
び
、人
間
関
係
が
拡
が
っ

た
こ
と
は
大
き
な
財
産
で
し
た
。
実
技
は

即
座
に
上
達
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
実
際
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
、

教
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
が
大
変
よ
く
わ
か

り
、
そ
の
後
の
指
導
の
土
台
が
で
き
て
い

き
ま
し
た
。私
に
と
っ
て
藤
枝
東
出
身
だ
っ

た
こ
と
は
多
く
の
助
け
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
実
績
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
た
ち

が
惜
し
げ
も
な
く
胸
を
開
い
て
く
れ
た
の

で
す
。
橋
本
忠
広
氏
も
そ
の
一
人
で
、
校

内
で
講
演
を
し
て
く
れ
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
れ
た
り
・
・
・
。
独
特
の
話
し
ぶ

り
が
魅
力
で
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
三
年
目
に
県
大
会
初
優

勝
、
八
年
目
で
全
国
大
会
出
場
、
十
年
目

で
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
優
勝
。
そ

の
後
、
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
優
勝
、

　
「
太
田
先
生
」
と
い
っ
て
も
、
ぴ
ん
と
こ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ら
ば
「
ミ
ジ
ン
コ
」

と
言
え
ば
―
。
教
え
子
な
ら
間
違
い
な
く
合

点
が
い
き
、
柔
和
な
顔
が
脳
裏
に
広
が
る
。

専
門
教
科
は
生
物
。
そ
う
、あ
の「
太
田
先
生
」

で
あ
る
。

　

ミ
ジ
ン
コ
は
体
長
二
㍉
の
甲
殻
類
で
湖
沼

に
生
息
す
る
。「
そ
の
ミ
ジ
ン
コ
の
卵
が
親

に
な
り
、
卵
を
産
ん
で
親
に
な
る
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
け
ば
、
統
計
学
上
、
三
年
も
す

れ
ば
蓮
華
寺
池
が
ミ
ジ
ン
コ
で
一
杯
に
な

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ど
う
も
そ
れ
が
…
。」
と
、
口
元
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
な
が
ら
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
由
来
の
一
説

を
自
己
解
説
し
て
く
れ
た
。

　

東
高
は
初
め
て
の
赴
任
先
だ
っ
た
。
生
ま

れ
は
旧
三
ケ
日
町
。
旧
制
豊
橋
中
（
現
・
時

習
館
高
）
か
ら
岡
崎
高
等
師
範
学
校
（
卒
業

時
は
名
古
屋
大
教
育
学
部
）
に
進
ん
だ
身
と

あ
っ
て
、
藤
枝
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
未
知
の
地
へ
。「
実

は
大
学
時
代
の
恩
師
が
焼
津
出
身
で
。
そ
の

恩
師
か
ら
藤
枝
の
高
校
へ
行
か
な
い
か
。」
と

声
が
掛
か
り
、
藤
枝
駅
に
降
り
立
っ
た
。

　

東
高
在
職
十
六
年
。
そ
れ
は
顧
問
を
務
め

た
生
物
部
と
と
も
に
歩
ん
だ
十
六
年
で
も

あ
っ
た
。
鈴
木
梅
太
郎
賞
へ
の
応
募
を
推
奨

し
た
り
、
毎
年
、
夏
休
み
に
南
ア
ル
プ
ス
合

宿
を
し
た
り
。「
気
が
つ
い
た
ら
十
六
年
が
過

ぎ
て
い
た
。
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。」
と

振
り
返
る
。

　

と
い
っ
て
も
、
戦
後
混
乱
期
の
名
残
を
と

ど
め
る
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
高
度
成

長
真
っ
た
だ
中
の
四
十
年
代
前
半
ま
で
、
教

壇
に
立
っ
た
十
六
年
間
で
時
代
は
大
き
く
変

容
。
校
風
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
中
で
も
痛

感
し
た
の
は
、
在
職
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た

こ
ろ
の
大
学
進
学
熱
の
高
ま
り
だ
っ
た
。「
東

高
の
持
つ
お
お
ら
か
さ
が
消
え
て
し
ま
う
よ

う
で
、
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
こ
れ
で
い

い
の
か
な
、
と
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。」
と
い
う
。

　

藤
枝
市
藤
岡
三
丁
目
の
現
住
所
に
居
を
構

え
て
間
も
な
く
、
静
岡
高
に
転
出
し
、
十
二

年
間
、
籍
を
置
い
た
。
こ
の
間
、「
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
」
野
球
部
長
を
務
め
、
甲
子
園

に
三
度
同
行
、
ベ
ン
チ
に
も
座
っ
た
。
そ
の

後
、
静
岡
西
高
教
頭
、
周
智
高
、
浜
松
工
高

校
長
を
歴
任
し
て
勇
退
。
い
ま
は
家
庭
菜
園

で
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
む
日
々
を
送
る
。「
月

に
一
度
の
医
者
通
い
が
欠
か
せ
な
く
な
っ

て
」
と
い
う
が
、八
月
一
日
に
傘
寿
（
八
十
歳
）

を
迎
え
る
笑
顔
は
「
ミ
ジ
ン
コ
先
生
」
の
こ

ろ
と
少
し
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

 （
取
材

　会
報
委
員
Ｋ
）

　

私
は
大
学
を
卒
業
す
る
頃
、
知
人
の
つ

な
が
り
か
ら
視
覚
障
が
い
者
の
マ
ラ
ソ
ン

（
以
下
ブ
ラ
イ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
）
の
伴
走

活
動
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
ラ
ン
ナ
ー
（
以
下
ブ

ラ
イ
ン
ド
ラ
ン
ナ
ー
）が
走
る
た
め
に
は
、

伴
走
者
と
い
う
横
で
情
報
を
伝
え
な
が
ら

一
緒
に
走
る
存
在
が
必
要
で
す
。
ブ
ラ

イ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
は
二
人
で
作
る
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
り
、
人
間
関
係
を
作
り
な
が
ら
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。
私
は
高
校

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
静
岡
空
港
が
開
港
、
静
岡
―
熊

本
の
路
線
も
就
航
予
定
と
聞
い
て
い
ま

す
。
九
州
の
元
気
な
一
地
方
都
市
と
の
新

た
な
関
係
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

の
で
す
。

　

市
民
に
よ
り
開
か
れ
た
美
術
館
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
、
高
い
内
容
を
持
つ
刺
激

的
な
展
覧
会
の
企
画
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
展
覧
会
は
、

宮
本
武
蔵
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
井
上
雄
彦

最
後
の
マ
ン
ガ
展
」。
マ
ン
ガ
と
い
う
よ

り
は
卓
越
し
た
筆
の
技
術
で
描
か
れ
た
白

と
黒
の
美
し
い
物
語
絵
の
世
界
で
す
。
井

上
雄
彦
展
は
息
を
の
む
よ
う
な
展
覧
会
構

成
と
な
り
、
我
が
現
代
美
術
館
は
劇
的
に

変
容
し
ま
し
た
。
連
日
多
く
の
若
者
た
ち

が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
荒
木
経
惟
の
写
真
展
は
、
四
十

組
の
母
子
の
裸
像
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
熊

本
ラ
ラ
バ
イ
」
で
、
多
く
の
女
性
の
感
動

を
誘
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
夏
か
ら

は
「
花
・
風
景
」
展
。
内
容
は
、
日
本
の

現
代
美
術
の
先
端
で
活
躍
す
る
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
、
十
九
世
紀
に
革
新
的

に
登
場
し
た
印
象
派
の
モ
ネ
の
油
彩
作
品

を
同
時
に
展
示
す
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
静
岡
と
熊
本
の
共
通
点
は
、

魚
が
新
鮮
で
お
い
し
い
く
果
物
が
大
変
豊

か
な
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
に
来
て
知
り
ま

し
た
が
、
熊
本
は
お
茶
と
柑
橘
類
の
名

産
地
。
熊
本
出
身
の
歌
手
島
津
亜
矢
が
熱

唱
す
る
「
帰
ら
ん
ち
ゃ
よ
か
」
と
い
う
演

歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
故
郷
を
去
っ
た

娘
に
父
親
が
、「
帰
っ
て
こ
な
く
て
い
い
、

ミ
カ
ン
を
送
る
か
ら
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ

て
」
と
愛
情
を
こ
め
て
歌
う
も
の
で
、
初

め
て
聴
い
た
時
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ミ
カ

ン
と
い
え
ば
静
岡
な
の
に
、
熊
本
の
名
産

う
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
本
格
的
に
稽
古

に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
女
子
相
撲

は
あ
ま
り
有
名
な
競
技
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
年
に
一
回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
の
全
国
大
会
が
初
め
て
地
方
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
開
催
地

が
地
元
焼
津
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
大
会

は
決
勝
で
敗
れ
二
位
に
終
わ
っ
た
た
め
、

今
大
会
は
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
強
い

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
開
催
と
リ

ベ
ン
ジ
が
か
か
っ
た
大
会
と
い
う
こ
と
で

プ
ッ
レ
シ
ャ
ー
は
と
て
も
大
き
い
も
の
で

し
た
。

　

試
合
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
足

が
悪
く
、
遠
方
で
は
見
に
来
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
祖
父
も
応
援
に
き
て
く
れ
ま

し
た
。
試
合
の
た
び
に
大
き
な
声
援
を
い

た
だ
き
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
、
決
勝
は
前
回
と
同
じ
選
手
と
戦
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
こ
の
舞
台

に
立
ち
勝
つ
こ
と
を
目
標
に
稽
古
を
し
て

時
代
か
ら
現
在
ま
で
個
人
競
技
と
し
て

の
長
距
離
走
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
ロ
ー
プ
を
握
っ
て
人
と
一
緒
に
走

る
と
い
う
経
験
は
そ
れ
が
初
め
て
で
し

た
。
活
動
を
始
め
た
頃
、
相
手
に
ど
ん

な
情
報
を
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
伝
え

て
い
け
ば
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
緊

張
し
な
が
ら
非
常
に
ぎ
こ
ち
な
い
走
り

に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。

　

私
が
伴
走
を
始
め
た
時
期
は
大
学
院

進
学
と
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
に
含
ま
れ
る
教
育
的
要
素
・
教
育
学

的
要
素
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
、
進
学
と
同
時
に
専
攻
を
人
間
科

学
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）
か
ら
教
育
科
学

（
生
涯
教
育
学
）
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
間
関
係
を
作
り

な
が
ら
走
る
と
い
っ
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
マ

ラ
ソ
ン
の
世
界
を
追
求
し
て
い
こ
う
と

思
い
、
研
究
活
動
を
含
め
た
本
格
的
な
伴

走
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

以
来
、
各
地
で
行
わ
れ
る
伴
走
活
動
や

多
く
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場

す
る
大
会
に
参
加
し
、
様
々
な
現
場
を
見

つ
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
活
動

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
ラ

ン
ナ
ー
の
方
か
ら
一
本
の
電
話
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
北
京
で
伴
走
を
お
願
い
で
き
ま
せ
ん

か
？
」
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
に

決
ま
っ
た
選
手
か
ら
の
伴
走
の
依
頼
で

し
た
。
他
の
こ
と
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り

即
答
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
機
会
だ
っ
た
の
で
引
き
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
ま
で
お
互
い
の
都
合
を

合
わ
せ
な
が
ら
練
習
を
続
け
、
本
番
で
は

二
時
間
五
十
六
分
の
記
録
で
完
走
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
順
位
や
記

録
よ
り
も
、
現
地
で
多
く
の
国
の
方
と
ふ

れ
あ
い
、
様
々
な
障
が
い
を
持
っ
た
方
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
非
常
に

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

伴
走
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
マ
ラ
ソ
ン
だ
け
で
な
く
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
多
く
の
方
に
出
会
う

き
た
た
め
、
う
れ
し
さ
と
と
も
に
不
安
も

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
試
合
中
は
、
自

分
を
信
じ
て
戦
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
コ
ー
チ
の
方
々
に
教
わ
っ
た
こ
と
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
決
勝
の
舞
台
に
立
ち

ま
し
た
。
試
合
中
は
、
た
だ
勝
ち
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
無
我
夢
中
で
し
た
。
た
く

さ
ん
の
声
援
が
き
こ
え
、
そ
の
後
押
し
の

お
か
げ
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地

元
開
催
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
声
援
は
大
き
な
力
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
勝
利
は
、
こ
れ
か

ら
の
自
信
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
勝
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
優
勝
を
経
験
す
る
こ
と
で
私
は
、

少
し
成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
を

支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
が
こ
ん
な
に
も
た

く
さ
ん
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
、
私
一
人
で
は
な
し
得
な
か
っ
た

も
の
で
す
。
毎
回
遅
く
ま
で
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
コ
ー
チ
の
方
々
を
始
め
、
応
援

に
来
て
く
れ
た
友
だ
ち
、
親
戚
、
陰
な
が

ら
応
援
し
て
く
れ
て
い
た
先
生
・
後
輩
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
こ

の
大
会
を
通
し
て
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
相
撲
を
続
け
、
ア

ジ
ア
大
会
や
世
界
大
会
を
目
指
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
将

来
は
指
導
者
と
な
り
、
女
子
相
撲
の
普
及

に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
姉
の
影
響
で
小
学
四
年
生
か
ら
相

撲
を
始
め
ま
し
た
。
体
の
小
さ
な
私
で
も

大
き
な
選
手
と
戦
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
で
始
め
た
走

る
こ
と
を
続
け
て
い
た
だ
け
で
、
国
内
外

問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
障
が

い
の
有
無
も
関
係
な
く
、
様
々
な
方
と
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
の
大
き

な
財
産
で
す
。

　

さ
ら
に
、
何
か
と
何
か
を
つ
な
げ
る
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
今
後
に
つ
な
げ
る
、

相
手
を
理
解
し
な
が
ら
自
分
の
言
動
を

選
ぶ
、
こ
う
し
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら

生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
物
事

も
人
も
自
然
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
何
か
を
生
か
す
こ
と
を

意
識
し
た
ら
、
全
て
の
も
の
に
価
値
を
見

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
経
験
を
通
じ
て
、
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
い
限
り
物
事
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

特
に
人
の
つ
な
が
り
、
時
の
つ
な
が

り
、
物
事
の
つ
な
が
り
な
ど
、
関
係
性
を

大
切
に
し
た
い
方
に
は
、
ま
ず
自
分
で
は

な
く
相
手
を
理
解
し
、
そ
の
上
で
よ
い
関

係
を
保
ち
な
が
ら
一
緒
に
走
っ
て
い
く

と
い
っ
た
「
伴
走
」
と
い
う
概
念
の
認
識

を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

藤
枝
東
高
等
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
、
出

会
っ
た
人
を
大
切
に
で
き
る
方
が
増
え

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
三
連
覇
を
達

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
が
誇
り
に

思
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
五
回
の
全

国
優
勝
と
い
う
チ
ー
ム
成
績
よ
り
も
、
そ

の
中
で
多
く
の
選
手
を
育
成
し
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
澤
登
正
朗
、
川
口
能
活
、

高
原
直
泰
、
鈴
木
啓
太
な
ど
の
日
本
代
表

組
を
は
じ
め
、二
十
名
を
超
す
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

が
巣
立
ち
ま
し
た
。
い
ま
一
つ
は
、
選
手

育
成
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
練
習
方
法

と
理
論
を
創
り
出
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

外
国
の
チ
ー
ム
や
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
た
ち
の

プ
レ
ー
を
分
析
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま

し
た
。
ゾ
ー
ン
プ
レ
ス
な
ど
は
日
本
代
表

が
取
り
入
れ
る
十
年
以
上
前
に
「
挟
み
の

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」
と
称
し
て
実
践
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
自
分

の
思
い
の
ま
ま
に
選
手
を
育
成
し
て
み
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
昨
年
三
月
で
思
い

き
っ
て
早
期
退
職
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

具
体
的
一
歩
を
踏
み
出
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
年
代
～
ユ
ー
ス
年
代
を
対
象
に

夢
を
追
い
か
け
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新生演劇部　予餞会公演上演台本（当時使用のもの） 第 13 回全日本女子相撲選手権軽量級で優勝。

NHK「プロフェッショナル　仕事の流儀」
収録後、司会の茂木健一郎氏と

北京パラリンピック　日本選手団　結団式にて

部活動小史

新生演劇部　初代顧問 田島光平先生へ

野球部　懺悔・謝罪・そして感謝
暮林 邦和 （44 回）

外山 泰三 （54 回）

恩
師
恩
師
恩
師
をを訪
ね
て

（
在
職
＝
昭
和
二
十
七
～
四
十
三
年
） 

太
田 
喜
和
男
先
生

第 23 号千 　 南 　 原 平成 21 年 6 月 1 日 （2）（3） 千 　 南 　 原同 　 窓 　 会 　 報

私の
サッカー人生
元東海大翔洋中高監督

（42 回）
櫻井 和好

女子相撲
日本一になって
静岡大学 1 年

（82 回）
松浦 みな美

火の国
熊本から報告
熊本市現代美術館館長

（35 回）
桜井  武

「伴走」の
  ススメ

（74 回）
二見 隆亮

メキシコと
藤枝東
愛知県立大学特任教授

新大陸考古学

（44 回）
杉山 三郎

北京パラリンピック

ブラインドマラソン伴走者




